






















の方法について訓練した。勉強の方法で教えたことは ⑴ 「資料を集める」 ⑵ 「何度も
読む」 ⑶ 「質問・疑問を無理にでも考える」 ⑷ 「質問・疑問について考え、調べ、聞
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学生の勉強時間を増やす試み















































































































































































































































































年度 秀 優 良 可 不可
2013
2014
26.9
31.5
35.7
35.6
20.2
18.1
8.8
10.1
8.4
4.7
図２ １日あたりの授業以外の勉強時間（分）の週ごとの変化
われる。
３．３ 今後の課題
「資料を集める」「何度も読む」「質問・疑問を無理にでも考える」ことを訓練することとスケ
ジュールをたてることにより、自主的に計画がたてられ勉強する可能性を示した。多くの科目
でこのことを奨励するようになると学生は勉強するようになるのではないか。その場合、学生
が使える資料を用意することが勉強を勧める上で大切であろう。学生のノートだけに期待する
のは、現時点では少し無理があると考えるからである。
さらに進んで、勉強として自ら考え出した「質問・疑問」について考えたり、さがしたり、
あるいは人に聞くことを教えるべきであろう。これは一つの科目ではなく、多くの科目で行う
ことで出来るようになる。これこそが本学の建学の精神である「自学自習」を実質化する道で
あると考える。
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